
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 全国学力・学習状況調査結果における課題分析                           江戸川区立平井小学校 

【現状把握と授業改善のポイント】 

・「言葉の特徴や使い方に関する事項」の正答率は、73.2％の結果であった。都－４.７％、 

全国－３．７％である。漢字を文の中で正しく使うことの項目が比較すると低い。 

⇒既習漢字について、ノートや作文指導など、日常的に活用、指導し、身に付けさせていく。 

・「読むこと」の正答率は、63.4％の結果であった。学習指導要領内の内容では、一番低い項目である。 

都＋２．４％、全国＋５．９％であり、全国的にも低い項目となっている。 

⇒要旨を捉え、必要な情報を読み取る問題に取り組むことを習慣づけ、読むことが楽しいと感じる活動をして

いく。 

 

【現状把握と授業改善のポイント】 

・分数について、通分することで単位分数が同じ数になることを理解している児童が少ないのではないかと考える。 

⇒数直線など視覚的に捉えることができるものを積極的に用いて指導する。 

・算数用語が出てくる問題について、「もとにする数」という用語を理解していないため、解答することができない児童が多くなっている。 

⇒「もとにする数」「比べる数」等の算数用語を意識して指導するとともに、児童にも積極的に使わせる。 

・数や言葉で説明する問題について、グラフを正しく読み取ったり正しく計算したりすることはできるが、どうしてその答えになったのか

を言葉で表現することができない児童が多い傾向にある。 

⇒ノートで式・記号・図などを用いて表現するとともに、言葉で説明する時間を設ける。（ペア・グループ・全体） 

【現状把握と授業改善のポイント】 

・「エネルギー」を柱とする領域において、選択肢の違いに注目しきれず、間違った解答を選択している傾

向がある。 

⇒設問にある選択肢の違いについて、どこが違うのか、なぜその選択肢は正解なのかキーワード等に注目し

て違いを見つけられるように指導を行う。 

・「粒子」を柱とする領域において、知識を基に概念的に捉えられていない様子が見られる。 

⇒単元の学習内容にかかわる「言葉」についてしっかりと定義させる。 

 ・「温められて」水蒸気となるのではなく、「蒸発して」水蒸気となる、受粉と受精の違いなど、言葉の定

義をていねいな指導を行う。 

【家庭・地域への働きかけ】 

基本的生活習慣について 

○毎朝同じくらいの時刻に起き、朝ごはんをしっかりと食べて登校してくる子（９３％） 

△毎晩何時くらいの時刻に寝ている子（６５％）と、全国の値より－１６．２％となっている 

⇒受験勉強のために塾に通ったり、宿題に取り組む時間が遅かったりするなどが原因と考えられる。家庭での積極的な声掛けや取り組みをお願いしていく。 

【児童質問紙 回答結果集計より】 

自己肯定感について・友達関係は良好ではあるが、困りごとなどをいつでも相談できる大人がいないことで、学校に行くことに楽しみをもてなかったり、自分によいとこ

ろがあると感じられなかったりする子が多いことが原因と考えられる。大人と児童との心理的距離感を縮めていけるように、こちらから意識して声を掛けるようにしてい

く。 

主体的な学びについて・ICTを活用しながら自分のペースで理解しながら学習を進める、分からないことをすぐに調べ、情報を整理し、プレゼンテーションを作成するこ

とはできる。一方、発表の場面で友達と考えを比べたり、共有したりすることが苦手な様子が見られる。ミライシードのオクリンク・パドレットなどを活用し、互いの

意見を比較検討・共有していけるような学習活動の機会を増やしていく。また、効果的な発表の仕方について指導をしていく。総合的な学習の時間に取り入れたり、カ

リキュラムマネジメントで教科間でのつながりを意識した指導を検討していく。 

対話的な学びについて・授業内での「話し合う」活動を意識して取り入れ、話し合う視点を与えながら内容を深めていけるように指導を積み重ねていく。 
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